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令和 3 年2月

しあわしあわせせしあわしあわせせしあわせ
わかまつ社協だより
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共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

　新たな年を迎える時期に、地域のみなさんが安心して暮らすことができるよう、若松区民の皆様のご協力
をいただいて、昨年１２月に歳末たすけあい募金を行いました。
　皆様のあたたかいお気持ちが数多く寄せられ、総額 955 ,146円になりました。
　この募金は、支援を必要とする低所得世帯等への見舞金や校（地）区社協での高齢者等見守り訪問活動
等に活用させていただきました。詳細は、次のとおりです。
　募金にご協力いただいた区民の皆様をはじめ、民生委員や各校（地）区社協等関係団体及び地元企業の
皆様に心からお礼を申しあげます。

１　支援を必要とする低所得世帯等への見舞金
２　年末に行われる交流会等に対する助成 
３　地域福祉活動者による年賀状配布事業
４　高齢者等見守り訪問活動事業　　
５　ふれあいいきいきサロン支援事業

     43,000円
    100,000円
     80,000円
   413,146円
   319,000円

　また昨年１０月１日から今日まで、赤い羽根共同募金の募金活動にご協力いただきました若松区各自治会、
民生委員・児童委員、校（地）区社会福祉協議会及び共同募金会評議員会の各団体の皆様、ありがとうご
ざいました。 
　あわせて趣旨に賛同し、募金をしていただいた各自治会、まちづくり協議会、その他の区内各種団体、
保育所、企業、官公庁の皆様、募金いただいた区民の皆様並びに募
金箱の設置にご協力いただいた皆様、ありがとうございました。
　赤い羽根共同募金の期間は３月３１日まで続きます。ご協力いただ
きました募金は、令和３年度の若松区社会福祉協議会の活動費、県
内の民間福祉施設の整備費等に活用されますので、引き続き皆様の
ご協力をお願いいたします。

令和2年度

ご協力ありがとうございます。

  歳歳末末たた
すすけけああいい募募金金＆＆赤赤いい羽羽根根共共同同募募金金  歳歳末末たた
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すけあい募金＆赤い羽根共同募金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



 2 わかまつ社協だよりし あ わ せし あ わ せし あ わ せし あ わ せし あ わ せ

共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。共同募金はこの広報紙発行にも役立てられています。

ふくしの
まちづくり講座

若松消防署・若松消防団からの火災警報器の寄贈

若松地区社協では、 災害をテーマに、 NPO法人KID's work
代表理事の大久保大助氏を講師として、ふくしのまちづくり講
座に取り組みました。 本当は昨年度内で終了するはずだったの
ですが、まとめとなる回の研修が新型コロナの影響で延期とな
り、今年度に持ち越す形での開催となりました。
　10月6日(火)は、期間が空いたので昨年度開催した研修の振
り返りを行いました。 危険な天気図や災害に繋がる降水量の目

安、また避難とは「安全な場所へ逃げる」ことであり、避難経路＋避難場所の危険度を考えながら、危な
くなる前に避難するか現在地に留まるかを判断すること。 そのために情報を把握し、「他の人は避難し
てないから」「今まで被害も無かったし大丈夫」などの思い込みに惑わされず、命に関わることは主体性
を持って行動することを学びました。
　10月20日(火)は、最後のまとめとして、「避難のマイルール」作りを行いました。 避難のマイルールと
は、予め避難する基準(川の水位、警戒レベルなど)、必要な物資、避難経路と避難先を決めておくことで
す。 そうすると災害が起こった時に、色々な情報や思い込みに惑
わされず、避難しなければと意識を切り替える「避難スイッチ」
として機能し、危険が少ないうちに安全な場所へ逃げることが
できます！ いざ作成になると、やはり皆さん頭を悩ませていま
したが、自分のマイルールを作れたようでした。
  若松地区では、この研修とマイルールを活かし、これからも災
害に強い地域を目指して頑張っていきます！

　10月23日(金)、住宅用火災警報器15個を若松消防署・若松消防団から寄贈いただきました。
　これは、消防署員や消防団員の皆さんの2年にわたるアルミ缶収集の成果であり、今後もこの活動
を続け、寄贈を続けていきたいとのことでした。
　火災警報器は10年が交換の目安となっていますが、1人暮らしの高齢者などは交換が自分で出来
ない、あるいは昔から住んでいる家なので、そもそも設置されていないといった話もあります。

　そのため若松区社会福祉協議会では、寄贈いただいた火災警報
器を「民生委員と連携し、区内の1人暮らしの高齢者の家を中心
に設置したい」と考えておりますので、希望される方がいらっし
ゃれば、お住まいの地域の民生委員、または若松区社会福祉協議
会までご連絡ください。

- -

「備えよう！災害は突然やってくる」
～若松地区社協～
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ボランティア通信
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若松区年長者障害者 WEB 作品展　若松区年長者障害者 WEB 作品展　若松区年長者障害者 WEB 作品展　若松区年長者障害者 WEB 作品展　若松区年長者障害者 WEB 作品展　
　年長者や障害者の皆さんが自分の能力を生かして作成した作品を通じ、社会参加する歓びを感じ
ていただくこと、また地域の皆さんも作品を通じて、年長者や障害者に対する理解と関心を深め、交
流を図ることを目的に毎年開催しています。
　今年度はウイルス感染予防の観点から、ホームページ上での開催となりました。
入所・通所されている皆さんの様々な作品だけでなく、若松区ボランティア
連絡協議会の各会員団体の紹介も掲載されています。
　右のQRコードをカメラで読み取るか、若松区社協  で検索☜して、
是非ご覧下さい！ 〔開催期間 2月28日（日）まで〕

　１０月１７日（土）～２５日（日）にかけて、ボランティアウィーク２０２０がウェルとばたで開催されました。
期間中には、様々なテーマで複数の講座が実施され、延べ４０８名が各講座に参加し、大盛況でした！
若松区ボランティア連絡協議会も２４日（土）に、講師として講座を開催し、２２名の方が参加しました。

前半はユーカリの会とおもちゃ図書館かんらんしゃによる活動発表を行い、ボランティア活動への理解を深
めてもらいました。後半はフラ・ハーラウ・プアナニによる『座って出来るフラダンス』の体験講座を行いまし
た。プアナニの皆さんがフラダンスのスカート（パウスカート）を人数分準備していただいていたので、参加
者は（男性も含め）スカートを着用し、フラダンサーの気分で楽しんでダンスをしていました♪
　参加者からも「とても楽しかった。また参加したい。」、「初めての経験で、楽しく過ごすことが出来た。
ありがとうございました。」という感想をいただき、大盛況でした！

１０月１７日（土）～２５日（日）にかけて、ボランティアウィーク２０２０がウェルとばたで開催されました。　１ １７日（土）～２５日（日）にかけて、ボランティアウィーク２０２０がウェルとばたで開催されました。
期間中には、様々なテーマで複数の講座が実施され、延べ４０８名が各講座に参加し、大盛況でした！期
若松区ボラ テ ア連絡協議会も２４日（土）に 講師とし 講座を開催し ２２名の方が参加しました
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「社会福祉に役立ててほしい」と本会にご寄付がよせられました。
受領いたしました皆様のお気持ちは、社会福祉事業のため、有意義に使わせていただきます。
ご寄付いただいた方々は次のとおりです。

　ご寄付ありがとうございます。

（令和2年9月16日～令和3年1月15日受付分　敬称略）

賛助会員を
 募集します！
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「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」」のの
　実現のために皆様のご協力をお願いします　実現のために皆様のご協力をお願いします！！！！

「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」の
　実現のために皆様のご協力をお願いします！！

　若松区社会福祉協議会では、区民の皆様から寄せられた一般寄付、香典返し寄付等を地域で暮らす方々が
共に助け合い、支え合う福祉のまちづくりの貴重な財源として活用させていただいています。
　例えば、地域の福祉協力員等によるふれあいネットワーク活動推進事業（ひとり暮らし高
齢者等の見守り訪問活動）や地域で行われる敬老行事等に使われています。
　区民の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。
　詳しくは、若松区社会福祉協議会へお問い合わせください。

コスモ海洋株式会社様が、1月 6日に来所され、
ご寄付いただきました


